
中進国の罠、政治の箍（たが）

「新経済モデル」の行方

　鈴木絢女（マラヤ大学リサーチフェロー）

　

中進国の罠
　
　低所得国が安い労働力を利用して中所得国になるこ
とは、比較的容易である。しかし、高付加価値製品を
自力で作るようになる前に、より安い労働力を売りに
する国が登場すると、低賃金労働の比較優位が薄れる
一方で、知識や技術による経済発展の段階に進むこと
もできず、中所得国の地位にとどまり続ける。
　中国やインドの台頭によって、マレーシアは「中進
国の罠」に陥っているといわれている。実際、長年指
摘されてきた研究開発支出や労働生産性の低さ、止ま
らない頭脳流出に加え、2009 年の民間投資は前年比
81％減に落ち込んだことが明らかになった。アジア経
済危機以前には約 30％だった民間投資の国内総生産
に占める割合は、約 10％にまで減少している。

　

新経済モデル
　
　2010 年 3 月にナジブ・ラザク首相が発表した「新経
済モデル（New Economic Model：ＮＥＭ）」およびＮＥ
Ｍ実現のための「経済改革プログラム（Economic
Transformation Programme：ＥＴＰ）」は、マレーシア
が中進国の罠から脱却し、2020 年までに先進国入りす
るための改革の青写真である。ＥＴＰは、規制緩和な
どによる民間の活性化、労働の質の向上、補助金削減
等による競争の強化、財政と環境両面で持続可能な成
長などと並び、アファーマティヴアクション（優遇措
置）原理の転換を謳っている。
　1970 年代以降、マレー人を中心とした多数派民族の
ブミプトラ（先住民族）に向けて、教育機会や公共事
業入札における優遇、上場企業株式の割当、住宅の割
引購入など、様々な優遇措置が実施されてきた。華人
やインド人など少数派民族の不満を引き起こしている
だけでなく、汚職や投資停滞の原因となっているとい
われる既存のアファーマティヴアクションに対して、

ＮＥＭの「市場友好的で非差別的」なアファーマティ
ヴアクションは、特定民族ではなく、所得グループの
下層 40％の能力構築を目指すという点において、革新
的である。これにより、労働の質を底上げすると同時に、
株式割当などの規制を緩和し、投資拡大と民間の活性
化につなげること、さらに、インド人や華人を国家経
済のダイナミクスに巻き込み、各民族を通じて、経済
成長のセンターであるインド、中国、中東とのつなが
りを強めることが期待されている。ＮＥＭのアファー
マティヴアクションは、先進国入りのための重要な支
柱である。

　

経済の合理性、政治の合理性
　
　ただし、経済改革は、経済的合理性と政治的リスク
の綱渡りでもある。ＮＥＭの発表以来、マレー人ナシ
ョナリストグループ「プルカサ」やマハティール元首
相が、これに反対してきた。ブミプトラへの株式割当
を明記した「第 10 次マレーシアプラン（10 ＭＰ）」が
発表されると、マレー人グループの圧力によりＮＥＭ
が骨抜きになったという落胆が、非マレー人社会に広
がった。これに加えて、今月発表された 2011 年度予算
については、民間セクターから大規模公共投資への支
持が表明される一方で、最低賃金導入が明記されなか
ったことへの低所得グループからの批判が相次いだ。
　大胆な青写真によって社会の期待を高めてしまった
以上、改革からの後退は幻滅しかもたらさない。ナジ
ブ首相は、ＮＥＭへ向けた改革を進めることができる
のか。来年にも前倒しで実施される総選挙の結果が、
一つの試金石となる。
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